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東京電力ホールディングス株式会社

浜通り廃炉産業プロジェクト室　宛
以下の通り、技術的要件に対し、充足有無を申告する
資格審査段階において提示が必要な事項は別添資料にて報告する

	技術的要件
	充足有無
(充足する場合は「〇」。充足しない場合は空欄のままにして下さい。)
	資格審査段階において提示が必要な事項（提示書類の様式は自由）
	当社が追って提示を求める可能性のある書類

	1 ISO 9001及びISO 14001の認証がされていること、及び初回の認証から10年以上経過していることを証明書類をもって証明できること＊）。

＊）今後の審査において証明書類の提示を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	・認証機関発行の証明書類

	②（ア）BWR又はPWR使用済燃料集合体を輸送又は貯蔵する金属製容器（以下、「金属製キャスク」と呼ぶ）、若しくは金属製キャスクと同等若しくは同等以上の製品（以下、「類似製缶構造物」と呼ぶ）の製造実績、及び同製品の国内納入先での良好な使用の実績を提示できること＊）。

尚、ここで言う金属製キャスクとは、大型鍛鋼品を主材料とし、重量100t程度以上（含収納物）、円筒形の形状を有し、直径2m程度以上、全長5m程度以上、想定使用期間40～60年程度、及び収納物としてBWR使用済燃料集合体30～70体程度以上、若しくはPWR使用済燃料集合体10～20体程度以上を収納するものを指す（但し、1980年代迄に実用化された設計年次の古いキャスクは含まない）。又、ここで言う類似製缶構造物とは、材料、寸法、想定使用期間、設計年次、及び収納物の点で金属製キャスクと同等、若しくは同等以上のものを指す。

（イ）（ア）における実績の中で、代表的な製品の概要を示すこと。

＊）今後の審査において実績の提示を求める場合、対応すること。
	（ア）
（イ）
	（ア）資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
（イ）キャスクの場合は型式、RPV等の製缶構造物の場合は使用プラントや製造した部分が示されていること
	（ア）応募者所有の品質記録等、及び電力会社等が公表している運転実績等


	3 金属製キャスク若しくは類似製缶構造物の製造工程における溶接に必要な公的資格を有する溶接士を5名以上雇用し、継続して10年以上の資格保持経験及び製作経験を示す証明書類を提示できること。及び、溶接工程の管理の為、金属製キャスク若しくは類似製缶構造物の溶接に必要な公的資格を有するエンジニアを10年以上雇用し、良好な管理を行っていることを証明書類をもって証明できること＊）。

＊）今後の審査において証明書類の提示を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	・雇用については、公的資格に関する証明書類、及び雇用履歴を示す記録等
・管理については応募者所有の品質管理等

	4 200t吊り以上の重量物をクレーンや車両等により移動、取扱、及び搬送した経験を持ち、そのための有資格者を10年以上雇用したことを証明書類をもって証明できること＊）。

＊）今後の審査において証明書類の提示を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	・雇用については、公的資格に関する証明書類、及び雇用履歴を示す記録等

	5 大型機械加工設備を保有し、30tを超える製缶構造物の機械加工を実施する能力を有することを実績をもって証明できること。また、その際の機械加工公差・結果を提示・証明できること＊）。

＊）今後の審査において、能力を示す実績の提示、及び機械加工公差・結果の提示を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	・設備及び実績、並びに加工公差・結果については応募者所有の品質記録等

	6 塑性加工設備を保有し、板厚20mmを超える鋼板の塑性加工を実施する能力を有することを実績をもって証明できること。また、その際の加工公差・結果を提示・証明できること＊）。

＊）今後の審査において、能力を示す実績の提示、及び機械加工公差・結果の提示を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	・設備及び実績、並びに加工公差・結果については応募者所有の品質記録等

	7 金属製キャスク若しくは類似製缶構造物の製造に必要となる熱処理を実施する能力を有することを実績をもって証明できること＊）。

＊）今後の審査において、能力を示す実績の提示を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	・実績については、応募者所有の品質記録等


	8 金属製キャスク若しくは類似製缶構造物に関する法令に基づく検査等、規制要求への対応能力を有することを実績をもって証明できること＊）。

＊）今後の審査において、能力を示す実績の提示を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	・実績については、応募者所有の品質記録等


	⑨金属製キャスク若しくは類似製缶構造物の製造において必要となる非破壊検査を含む各種検査を10年以上にわたり実施し、その品質を良好に管理する能力を有することを実績をもって証明できること。及び検査工程を管理する為に、金属製キャスク若しくは類似製缶構造物の検査に必要な公的資格を有するエンジニアを10年以上雇用していることを証明書類をもって証明できること＊）。

＊）今後の審査において、能力を示す実績の提示、雇用証明書類の提示を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	・実績については、応募者所有の品質記録等
・雇用については、公的資格に関する証明書類、及び雇用履歴を示す記録



	⑩  「原子力施設の保安のための業務に係る品質管理に必要な体制の基準に関する規則（令和二年原子力規制委員会規則第二号）」を満足する体制を構築可能であること＊）。

＊）今後の審査において、応募者の体制について確認を求める場合、対応すること。
	
	資格審査段階での提示は求めないが、今後の審査において提示を求める場合は対応すること
	

	⑪過去に金属製キャスク若しくは類似製缶構造物を製造し、同製品が国内納入先において良好に使用された実績を有するにも関わらず、本工場運営パートナー技術的要件の一部を満足しない場合は、その詳細を明らかにした上、当該の事実が金属製キャスクの製造にあたって問題とならないことを示すこと＊）（製造に必要な作業の一部を外注している場合等）。

＊）問題とならない旨を示す文書の内容について、今後の審査において確認を求める場合、対応すること。
	
	満足しない事項の詳細および当該の事実が金属製キャスクの製造にあたり問題とならないことを説明する文書
	


